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秋同県には先人の残した多くの文化財が残されています。これらの文

化遺産は現代に生きる私たちの責任で保護し、未来に継承していくべき

ものであります。

このほど建設省東北地方建設局秋田工事事務所により、秋田市上北手

から昭和田了豊川に到る秋田外環状還路建設事業が計画されました。路線

は周知の遺跡である待人III遺跡にもかかることが判明しも秋田県教育委

員会では、工事に先立て発掘調査を実施し、たしました。

その結果、中世の建物跡 e井戸跡 e 火葬墓などが検出され、大きな成

果を上げることができました。

本書はこの成果をまとめたものでありますが、県民各位の文化財に対

する御理解と歴史研究の上でいささかでも役立てば幸いと存じます。

最後になりましたが、建設省東北地方建設局秋田工事事務所、秋田市

教育委員会、ならびに地域住民の皆様など、調査にあたり御指導、御協

力下さった多くの方々に対し厚く御礼申し上げます。

平成4年2月27日

秋 m県教育委員

教育長橋本顕信
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1 . 干丈出 となっ った秋 に{系

る待入III遺跡、の発揮調査報告書である。

2. 本書:の編集は、秋i土i県埋蔵文化財センターが行った。

3. 本報告書に掲載した 2万5千分の 1• 5万分の lの地形図は、建設省間土地理院発行の地

形図を複製したものである。

4. 遺跡における層相の色調観察は、小1[1弱竹原著『新版 標準 i二色 rlJ占~ (1973)を使用したコ
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1 .本報告書の挿区!ならびに図版は、次の要項に従って作成されている。

1 )遺構の記述について

遺構実測図は、構成上不定縮尺である。

遺構実測図の中の矢印は、国家座標第X系座標北をしめす。

遺構確認面は、平行線のスクリーントーンで示した。

遺構埋j二の上1生医分については、厳密な基準にもとづく標記ではなし砂 e シノレト@粘

土の 3区分で分け、対応する性質を付記した。また硬度についても、埋土における相対

的な区分であり、ちみつ・ややちみつ@粗しょうの 3区分のいずれかを付記した。

士j克容火葬墓 e 井戸跡については、 ( )内が現場での注記毒号であり、

な番号をつけて編集した。

2 )遺物の記述につし、て

本報告書に掲載した遺物は、発掘調夜によって得た資料のすべてではなL、。

実測図は次の縮尺に統一しである。

[土製品]土器:1/3、陶磁器:1/2、その飽の土製品(土錘等) : 1/2 

[行製石器(石鍛 m 石匙 e イイ箆) :三磁石器@低利、

捜図書号の下には、グリッド名 e層位を付記したり J1tiは各地|ヌ:の模式閃番号に対応する。

写真~IJ訟の縮尺は、上出以外は尖iHljl;;;;1とはぼIr=iJじである。
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弟 1部調奈に至る経j

1童 i

l鮪調査に至る経過

秋!こ1=1外環状道路は、秋田市内の交通混雑の解泊をはじめ、交通量の増加にともなう国道沿線

目的として、 ら され

たものである。

昭和61年4月には、秋田市上北千古野から昭和町豊)11龍毛にかけて26.2kmの路線が決定さ

れた。その路線決定にしたがって、秋田県教育委員会では、ノレート上の遺跡分布調査および範

囲確認調査を継続的に行い、 6ケ所の遺跡を確認した。

とりあげる待入III遺跡は秋田市西北部で確認された遺跡で、神社の移転が終了し

た平成3年に発掘調査を実施したものである。

第2鰯調査要項

遺跡名称

所在地

遺跡状況

調査対象商積

調査面積

遺跡性格

遺跡時期

鵠査目的

調査期間

調査主体者

調査担当

調査総務捜当

調 協力機関

待入III遺跡 ※遺跡記号5MI-III

秋田県秋田市金足片田字待入505外

畑地、山林

5，800m 2 

5，800m 2 

縄文時代遺物散布地、古代遺物包含地、中世館跡@基地

近世遺物散布地

縄文時代、古代、中世、近世

秋田外環状道路建設事業にかかる事前調査

平成 3 年 6 月 17 1=1~9 月 19 日

秋田県教育委員会

庄内昭男 (秋田県埋蔵文化財センタ

小畑巌 (秋悶県埋蔵文化財センタ

佐田 茂 (秋田県埋蔵文化財センター

々木亘 (秋田県埋蔵文化財センタ

建設省東北地方建設局秋田

秋田市教育委員会

1 -



第21苦 遺跡の立1也と環境

第2章遺跡の立地と環境

第1節遺跡周辺の地形

秩田市待入III遺跡の位置は、北緯39
0

49' 14" ・東経140
0

5' 30"にあたる。

遺跡の位置する日本海に沿った秩回県中央部の地形を東側からみると、標高200m以上の山

地、 標高50~100m前後の丘陵地、 標高10m前後の低地、海岸に沿った砂丘地に分けられる。

秋田市金足片田待入地区は温山を主峰とする山地から、その裾に広がる標高50~100mの豊

川丘陵地の南端にあたる。丘陵地は小さな起状をもった地形で、山頂から山腹にかけて緩斜面

が発達し、小支谷の密度が高い様相を示している。したがって、丘陵地の東面する傾斜地にあ

る待入地区においても76.8mを頂点とする丘陵頂部から東に走る小支谷がし、く つかあり、起状

にとんだ地形となっている。 また黒川J=j向から南丙に向って流れる馬踏川が、 この丘陵端部で

北西方向に流れをかえる地点でもあり、113踏川によって平野部と固されている。

じコ砂丘地仁コ低地 亡ゴ丘陵地 O

第 1図遺跡周辺の地形分類

- 2一

2，OOOm 



第 2節周辺の遺跡

第2節賜辺の遺跡

ここでは、待入III遺跡の歴史的環境を理解するために、秋田市北西部の新城)11事馬踏川流域

の遺跡について概観したい。

第2図は、待入III遺跡と秋田市北西部の遺跡群を秋田県遺跡地図 いて昨成したもので

ある。文章中の遺跡名の後についた( )は地図上の番号である。

縄文時代の遺跡

的地区では片田(1 )、浅田(2 )が縄文十ー器の散布地として知られている。片田遺

跡については金足東小学校に保管されている遺物から縄文時代後期に推定される。下新城青崎哲

小友地区では竹子[JJI (3)、党天長根(4 )、青i崎(5 )、蚕沢(6 )が知らされており、

竹子l-U1では石器、その他は縄文土器が採集されている。なお党天長根遺跡は、 1990年に秋田

市教育委員会が主体となって緊急調査を行い、墓と推定される縄文時代後期の土境17基・土器

埋設遺構1基が検出された。上新:IW:五十了地区の羽田台1(7)、長面III(8)、谷支えII(9)、

松木台II(10)、杉ノ I[崎12号 (11)では、いずれも縄文土器が採集されており、松木台II遺跡

については、縄文時代晩期の年代が推定される。

弥生時代の遺跡

図中にはいっていないが、待入III遺跡の西方2kmの小泉潟周辺で、弥生土器が採集されてい

る。

古代の遺跡

(12)、金ケ1I奇 (13)、一本松(14)では袈恵i器が採集されている。片

Ifl地区では待入 1• II (15.16)が今回調査が行われた待入国遺跡と同じ丘陵上にある。 北に

馬込)111 • II (17.18)、東に羽中 (19)、松ノド1• II (20・21)があり、須恵器・赤焼土器

が長集されている。!有にある竹子山II(22)、蚕沢(6 )では、縄文土探とともに須恵器。土

師器が採集され、複合遺跡の口I能性がある。

下新城小友@岩城地区では 1kml習内に古代の遺跡が集中している。 犠田沢 (23)、羽田台

II (24)、Jこ沢 (25)、長!白i1 • V (26.27)、家ノ前日 (28)、末沢 1• II (30-31)、存地

1 (32)、堂前 (34)、松木台II(10)で須恵器@赤焼十a器が採集されている。これらの遺跡

鮮は末沢 (2旬、大沢 1(33)、谷地II(9)で須忠器の窯跡群が確認されていることから、

士器生産に関連する遺跡群である可能性が高い。
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第2章遺跡の立地と環境

中世の遺跡

}.J，，}:寸~ A 1___ ~ rE-t }，Y '7 __ 、刀、j;;年守口τたよ守です孟主主王1J;-よ~ ....，... 1 ず さや φ打1>γJ、 -r"A一口口..}-_，_.J /l，よ?占 '7" .Lや 戸 、ーー-
Vふ Vみせ 1¥.111三司ドJV'-， J Vノ只【似'J¥jPll}l三両;己、 C イl l_ ¥;、。 o iil-.耳;jI]V'- ノ U 、に /1 、げ JIよも Vノ jP~コ Qμヘ '--i_ C 

は時代を推定できる発見遺物を中心にまとめた。待入国遺IMiの北~こは、こぐさ館 (35) 、}十社i

館 (36)があり、すぐ由Jこは高岡館 (37)がある口片m館では、麓の神社に南北朝時代のもの

と推定される板碑 e五輪塔が確認されている。

待入rn遺跡の南、下新城小友 e岩城地区では拓自官 (38)、家ノ的自立 (39)、右域館 (40)、

笹!判館 (41) がある。箱長官丙方の下小友部落内で、守二回J時代の仮i碑、鎌合fI引にと推定される五輪

塔が確認されている。岩城館は周辺の館跡としては最も規偵が/たきく、竺つの郭面がみてとれ

る。かつて室町時代前期と推定される宝箆印塔が周辺から出土している。

※周辺地形に関する参考文献

1.経済企画庁『土地分類基本調査一秋凶-5万分の 1j]

※周辺遺跡に関する参考文献

1 .秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(中央版)j] 1990 (平成2年)

2.東北電力株式会社秋田支広 e秋田市教育委員会『秋田市党天長根遺跡一秋田変電所増設に

伴う緊急、発掘調査報告書-j]1991 (平成3

3. 秋田県教育委員会同大田県の中世域館 秋田県文化財調査報告書第86集-j]1981 (昭和56

年)

4. 磯村朝次郎「秋田県における中位宝稼印塔の型式と分布一特に八郎潟周辺の場合を中心と

して J W秋田県立博物館研究報告第11号j]1986 (昭和61年)
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第 l節遺跡、の概観

第 0) 

第 1節遺跡の接観

待人III遺跡は、 Jヒ綜39"49' 14" .東経140- 5' 30" Vこ{立置し、秋i士1m金足片1+1字待入

505外に所在している。

秋田市の北西部にある遺跡までの交通手段を説明する之、 りの駅は ]R奥羽本線追分駅

であるが、 1つ手前の飯島駅より黒川行きのパスを利用し、金足東小学校前入!こlでおりるとよ

い。バス停から間に徒歩10分程であり、小学校の南側が遺跡となっている。

遺跡は丘陵地の東に附する中腹部に立地しており、裾部に福田部落へ通ずる市道が走ってい

る。市道から20m程東に馬路)11が流れており、調査期間中に 2度の道路冠水を経験した。

遺跡の調査前の状況は、小高い111を呈する南側に金比羅神社が建立されており、その周辺が

山林となっていた。北側はゆるやかな傾斜地であり、畑地として使用されていた。戦前はほと

んど山林であったといわれ、畑地として開懇されたのは戦後とのことであった。なお西から

に走る 3条の谷が入っているが、その最下位面は水田として使用されており、馬踏111岸へ向け

て広がっている。

第2節調査方法

1 .調査区の設定

調査を計画的に進めるために調査対象区に一区画4X4mのグリッドを設定した。

遺跡内に}ヲi在する道路計画センター杭NO.253を原点として国家座標第X系座標北を求め、

この産標北のライ γを南北基線Y軸とし、こ るラインを東西基線X軸とした。

交点NO.253をMA50とし、 Yi陥に 2桁の算用数字、 X軸に 2文字のアルアァベットを付し、

各グリッド、の南東隅の杭で、両者を組み合わせてグリッド名とした。なお発掘調査では、範囲確

認調査の結果をふまえて、南側!日金比羅神社周辺、中央一平坦部、北側中腹斜面の大きく 3地区

に分けて遺構の広がりを確認していった。

2.発掘方法および記録作成

南側山頂部からはじめて北側へ調査を進めていった。地山のi現貰褐色土層で遺構確認を行っ

た。遺物は表土から地UJまで掘り下げる間に出たものをとりあげ、た。

く遺物の記録>そこで遺物の記録作成。取り上げは次の方法で行った。南東隅の杭を基準とし

てグリソド内における位置を記録し、遺跡内における遺物番号を付して取り上げた。

7 -



第3章調査の概要

く実誤IJ図の作成>精査した遺構は、調査I:;{内に打設した方眼杭 として簡易な遺り方測量

によって図面を記録した。遺構の平面図・断面図は、 1/10.1 /20の縮尺で作成した。

遺跡全体の土層図は、南側神社周辺では東西19ラインと26ライン、中央平坦部では東西37ラ

イン、北側中腹斜而では東西63ラインを延長して作成した。土居間は 1/20の縮尺で作成し、

色調 e士1ifミ@硬さ e混在粒子等の特徴を記載したり

>現場の写真は 6X4.5と3.5mm判のカメラを用い、}ムー角 e 標準レンズを適宜使用した。

現場撮影用のフィルムはモノク口、およびカラーリバーサルの 2種類を使用した。撮影コマ数

は874である。遺物の写真撮影は35mm判のカメラを使用し、モノクロで行った。

3.遺物整理の方法

<遺物の整理>出土した遺物は55x 34 x 15cmのコンテナが35箱である。遺物は素材の種類か

ら大きく土製品と石製品・金属製品・木製品に分けられ、土製品は素焼きの焼き物である

器・赤焼土器が大部分であり、他に陶磁器がある。石製品は、石器と石器素材、砥石である。

金属製品として銭貨がある。木製品には箸の他棒状@板状のものがある。

これらの遺物を洗浄し、土器・陶磁器は接合作業を行った口なお土製品と石製品には、グリッ

ド名@層位.w土年月日を注記した。金属製品はプラスチックケース内に、木製品は水浸けの
状態で保管している。

く土器@石器の実測図作成>4分の l以上遺存する土器・陶磁器を 1/1で図化した。また主

な土器破片と銭貨の拓影をとる。また石製品 e 木製品もすべて 1/1で図化した。

第3節調査日誌

6月17日 ベルトコンベアー他発掘器材のそなえつけ準備をする。

6月188 旧神社周辺を中心として調査区内の伐木除去。調査部Iの写真撮影。

6月21日 旧神社の北西側MD20とLT25グリッドから粗掘りをはじめた。丘頂から下の沢へ

向けて哀一土を除去して行くつもりである。

6月26EI MB25グリッド周辺が深くなり、遺物の量も多くなる。

7月4日 !日神社北西側の粗掘りが大部分終了し、!日神社参道の北と北東側へベノレコンを移動、

:同:び粗堀りをはじめた。 L830グリッド付近は谷地形のため深く、継続して堀り下

げて行く。

7月9El MG18. 19グリッドで木炭がまとまった火葬墓が検出された。

7月12日 旧神社参道より北側斜面の表土除去が終了した。

7月15日 丘裾平坦部の表土除去を行う。西谷部は東側に拡張していった。

8 -
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調査の概要第31;主

MC26. MB26グリッドを巾心とする東谷部、 MA30・31グリッドを中心とする西7月19r1

ほとんどが谷部の掴り下げを行う。丘頂で確認した帯状の落ち込みを掘り下げる。

知iの開墾よるものであった。

雨にそなえ、参道南側にベルトコンベアーを設置する。7月24口

さらに縁辺で2基の井戸i坊を確認した。西谷部で泥炭層がみつかり、木村が出 1-.07月25日

13ラインから南へ参道南側の表土除去をはじめる。西谷部・東谷部は連日の雨のた7月31日

め掘り下げができなくなった。

参道南側の表土除去を終え、地山面を精査してし、く。8月7日

これまで確認さ!日神社があった丘の部分について頂から裾にかけての精査が終了。8月10日

れた土坑を掘り下げてし、く。

35ライン北側平担部の表土除去をはじめる。 f自神社周辺の遺構を掛り下げる。8月19日

!日神社周辺の地形測量をはじめる。8月22日

雨と流水で水没していた西谷部@東谷部を掘り下げ木材を出してし、く。加工材はみ8月28日

LQ35. 自然、の流木・倒木が埋没したものと考えられた。平坦部では、あたらず、

36グリッドが谷間にあたり深くなる。

33ラインより北の平坦部で方形の掘り方がみつかり建物跡を検出した。8月30日

平坦部北側の谷縁辺上位で検出した士坑3基を掘り込んだ。そのうち 1基が井戸跡9月3日

と考えられ、中から加工材が出土した。

由利工業高校の五十嵐教諭来跡、建物跡について御教示をいただく。9月4日

調査区北側中膜斜面の粗掘りを行う。木炭がまとまった 3基の火葬墓を確認する。9月5日

建物跡の掘り下げが完了、写真撮影を行う。北側中腹斜面は北へ拡張する。9月6日

火葬墓群のセクション図作成して、木炭等掘りあけ、るり9月llR

う。平坦部は建物跡を仁l::t心に精査終了、9月13日

※ 1 1反の北京II!II、IZ)11.1刊のuo
1 iM色(lOYI1ki'lンルト't'[=Ulli，.I'.エ
2 灰1'1~(10 Y H % 1 Wi-l'.'l'[ニ地Ll!

※ 1 1><:のjl可Yf.tfIi(r~l] リミ)の卜JM
l にぶい{!'tiFj色(llJYHkilシルト 't'l
2 灰U"j色(7.5Y Ii.ち)中九U'[
3 虫色(10Y11計)もIjjゾ'l't
1 ;1己!大府 木村入る
S 1')1κ色¥S G Y lh1iJゾ二J也山

※ I区IIJfill1'Jのあ
1 .'，1;';褐色(lOYH)6)シル
2 11{'fi日色(lOYH%)シル
日 照褐色(lOYF¥7;ilシル
:[色(lOYR日)シルト
5 阿武褐色(10YR円)シルト

※ 11互のR[il'千百1I([1日II!IJ)
1 B{ffM色(lOY!{%)ン nl
:2 ，1，1.¥同色(lOY11:;~) > n 
，)供給色(lllYH日)ン J，"
:[ lIi'i渇色(lOYH}ilシノL
5 に."いf町村4色(lOYH長
(1 !IJJltU日 ~(l()Y H円)ι 凡ト

※1II 10{の11'1)皇nmiifJ¥の土Ii'i
l コ:¥ii0色(](lYF¥日)ンルト二lJlli'トーロ
11月JW間色(IOYR~.づ}シ!I.ト h1il:'['{=J也山ニ

器材等のあとかたずけをすませ、調査を終了した。9月19日

※ I 区 11]~I1fl のある Il:rnifllの土層
1 黒尚色(lOYH%)シルト
2 !if~ '[i't褐色(l11Y11科)ンル

ri 
※

1
2
3
4
5
 ※II区の'ILJI1.'if!lの二Wi
l にぶい日IJJti'[十日色(lOY!{ki'lシJ[..
2 !IJJfi'tr..%色(lllYH:i引シ 'Lト
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第 1節 調査区の地形と層位

第4章調査の記録

第1節 調至宝区の地形と層位

f寺寺二入III.i遺室跡は北に長しい、)応i

33mを測る O 北側の最高部は一段と I高い標高45mで、あり、遺跡を画している。丘陵部は標高

20mまでは急、斜面で、それ以下は比較的なだらかなUI腹斜面が発達している。その東面する長

さ200mの斜面が遺跡の範囲で、あり、調査の対象となった。南側から北側にかけて徴地形につ

いて説明を加えたい。なお調査を進める上で、調査対象地を地形に合わせて、 I.n.m区に仮

設定したので説明もそれに順ずる。

I区の!日金比羅神社が建っていた i王は、標高17m以下で、東にrlr話30m程の張り出しをもち、小

山状を呈している。その北側がn区で、標高14m以下の平坦面となっており、 ドの水田面との比

高も 2m前後で、ある。平坦面の北と南に谷が入り込んでおり、北側がより深し、。さらにその北

は西から尾根状の高まりがのびており、遺跡の北を画する大きな高まりとの間に小さな尾根が

入る。その尾般の傾斜がなだらかとなっている部分を III 区とした。標高]8~15mの間にある。

各地区の層位は谷の部分を除いて上面が削平されている状態であり、プライマリーな状況で

の層位は把握できなかった。 ド図に表 i二と遺構確認、面の状況について概略を模式図化した。

Il…c 16. ~ 111 

※ 11{lllrlll引のある II.IU;';

-1-1 =13.3111 

11寸|

H二 IS.2¥11

※ IlnEI争Ilt-I:のある i王祇部の土層

-f-f 7111 

f-! =14.2!ll 1Iコ l:l.(j!ll

※ I区の北東lWJのヂJ1t1ff1の1:1百

※ I区の来?千m5の二1:/'留

-1-f=l::l.Orn -1-f=12.討111 -f[ ニニHi.9111 

主一※II区の三11.飼育[1の土層

※IIf[夫の ~I'I.医科 I主i 郊のごt層

※ Ilz<:の西谷古11(西側)のご1-./汗 ※ I 似のtm子宇都 (11"央)の土層 ※II区谷音[1のごi二年j

第5図土層模式図
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第4章調査の記銑

第2箆検出遺構と出土遺物

それぞれの地区で次のような遺構が検出された。

※I区 火葬墓3基、井戸跡4基、上坑6基、溝跡1条

※II区掘立柱建物跡1練、井戸跡 1基、土坑2基、小穴群 ※IIIf5Z 火葬墓19基

これらの検出遺構等の記述にあたっては、遺跡、の南{掛からJI知こ、次のような構成で行ったG

I区[丘の上の遺構と出土遺物] [丘裾平坦部の遺構と出土造物] [東谷部の状況]

[四谷奇[~の遺構と出土遺物]

II区〔中央'IZtI3.部の遺構と出土遺物] III区[中J]隻斜面における

なお遺構内の遺物については、それぞれの項目で説明を行ったが、遺構外のものについては、

ここで出土状況を知らせるにとどめ、第3節で分類@考察を行った。

[丘の上の遺構と出土遺物]

いずれも黒褐色土の表土下にある地山明黄褐色土層面で確認した遺構であり、開士中の

遺物は少なし、。遺物は、北西側の谷に向って落ちる斜面で赤焼土器@須恵器が広し、範囲で出土

Lた。また北東側の平場におちる段の部分で石器剥片が出十した。

丘頂から裾部にかけてほぼ1直線にならぶように3基の火葬墓を検出した。

第 1号火葬纂 (KS 801) 

<位置 e確認状況>丘裾部のMG18グリッド北側で、木炭が混在した黒色土をみつけ確認した。

<平面形・規模>楕円形を呈している。東西に長軸方向をもっており、長径48cm、短径40cm

である。中央部が丸く窪んでおり、確認面から最深部まで、12cmを測る。

く埋土の状況>丘側の上聞を確認の際、掘り込んでしまったが、上位は踏褐色土、下位は木炭

が入った黒住上であり、いずれもかなり硬くなっていた。

<壁@底面の状況>斜めに浅く掘る込まれており、中央に向って窓んでいる。

<遺物@その他>理土上面より赤焼土器斐(第6図1)の服部破片が出土した。

第 2号火葬墓 (KS 802) 

く位置@確認状況>中腹部のME18グリッド北側で、木炭が混在した黒色土をみつけ確認した。

く平筒形・規模>円形を呈している。直径40cmで、確認聞から最深部まで 8cmをili.1Jる。

<埋土の状況>木炭が混在した軟い黒色土が充填していた。

く壁。床面の状況>浅い掘り込みであり、根による撹乱のためか凹凸がある。

<遺物@その他>埋 ~I二 I二!::Jにわずかな骨片が混在していた。

-12-
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第4章調査の記録

第 3号火葬纂 (KS 803) 

く位置・確認状況〉頂上に近いMD19グリッド南西|偶で、わずかに木炭が混在した務ち込みを

みつけ確認した。

く平面形 e規模>円形を呈している。直径55cm、確認面からの深さは 5cm!jIj後で、ある

くj;型士の状況>1 cm前後のこまかい木炭が混在した黒褐色上が充填していた。

e 底面の状況〉掘り込みがきわめて浅く判然としない。

<遺物@その他>埋土中にわずかな骨片が混在していた。

第l号土坑(S K 02) 

く位置・確認状況>MD18グリッド北側で、北東から南西に細長いプランを確認した。

く平面形・規模>木根により撹乱があり、北東側と南西側の壁の立ち上がりは断面で確認する

にとどまった。平面形は不整長方形と推定され、北東…南阿方向が推定138cm、それと直交す

る方向が110cm、確認面から最深部まで、25cmを測る。

く理士の状況>4層に分層され、 4層以外は炭を含む点に特徴が認められる。地山ブロックも

混在することから、自然堆積ではなく、人為的に理め戻きれたと推定される。

く壁@底面の状況>壁の掘り込みは垂直で、底面はほぼ平担である。

く遺物・その他>出士遺物はない。

第2号土坑 (SK 03) 

く位寵・確認状況>LQ18グリッド北側の地山面で、惜褐色士の落ち込みとして確認した。

く平面形・規模>楕円形を呈し、東西に長II~b方向がある。長径80cm、短窪65cmであり、確認

菌から最深部まで、19cmを誤11る。

くj翠土の状況>陪褐色土、褐色士、炭化物層の 3つに分けられる。

く壁@底面の状況>壁はやや斜めに掛り込まれており、底面はほぼ平坦である。壁.1底面とも

に焼土化しており、最下位の炭化物患の存在と栢挨って、火が焚かれたことが推定できる。

く遺物@その他>出土遺物はない。

第3号土坑 (SK 04) 

@確認、状況>ME14グリッドのほぼ中央で、陪褐色士の落ち込みとして確認した。

く平面形@規模>長方形を呈し長辺260cm、短辺173cm、確認|面から最深部まで、41cmを測る。

く埋土の状況>硬質の陪褐色土 1層のみで地rJr粒子、同ブロックを大量に含むことから、人為

的に埋め戻されたと推定される。

14 -
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第2節 検出遺構と出土遺物

く壁 .I底的iの状況>断面形は鍋氏状を呈し、)底面は部分的に凹凸が認められる。

く遺物@その他〉出土造物はなL、。

溝跡

く位置@確認、状況>MB19グリッド北側で、北東方向にのびる黒褐色土の落ち込みを確認した。

<規模>rll出40cm前後で、長さが 8mある。確認、面からの深さは10cm@ij後で、浅し、。

く遺物・その飽>IH1:遺物はない。

[[王裾平よn部の遺構と tU~=f二遺物]

遺構確認、i古iは黄一灰色粘 i二層で、あり、斜面iを再IJり出して平即位iを造成したものと

i壬ドで須忠系の中!止陶器がまとまってIU十ーした。

第 1号井戸跡 (SK 06) 

られる。

く位置・確認状況>M1 22、MJ22~可グリッドにまたがる黒掲色卜の落ちjさみとして線認した。

く、!LjuIjlヲe 規模>地11[ 11rIで、確認されたプランはほぼ1IJ 7f~であるが、 1-lì{¥li.から方形プランを出す

る。 関口百I~ の i直径は130~140cmで、確認、面から設深部まで、151cmを測る。

くHH士の状況>入ーきく 4層に分けられ、黄褐色一上と黒褐色 i二が交正に堆おしている。いずれも

fr1i上質で、硬いが、なかでもりtHが最も硬くーしまっていた。

く自主.I氏i而の状況>底!雨は;よしく窪んでいる。断!白[をみると、 I-I~'枕か t~ ドが袋i犬を弘し、 11'杭で

ゆるくすぽまったのち'-1が大きく外に1mいている。

く遺物。その他>)j}t~掘り万の出ïiU隅で j:しょに近いね二材が立っている ;1犬況でf倹 I-H された。 J宣ι

している部分は、長さ 10-~17cmで、 12cmf~[1の厚さがある。その柱材の 11司に長さ 12----20cm 、

rlr品7----14cm、j亨さ lcm前後の泣与し、取材もみつかった。丸太に近し、部材が1)1再柱、;等し、j長材が但Ij

i反になると忠、われる。埋上中から須忠系，t，tJt陶器の鉢(第9凶 1)護胸部破片(2， 3)が出土

している。

第 8図第 1号井戸跡出土遺物
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蔀第 と出 t..造物

第4号土坑 (SK 05) 

く位置・確認状況>丘陵部東側の裾にあたるMJ19グリッド南側の地山田で確認した。

く子l面形 e 規模>干面形は楕円形を呈している。長径102cm、短径79cmで、あり、確認面から

最深部まで、39cmを測る。

くよ里 i二の状況>¥，、ずれもWiJ:質で、硬く、掘りいずるのが非常に困難であった。上位は灰黄褐色
士であり、仁中j

くロ培走@底[1由缶面白企の状況>断而面Aは鏑!民氏状を呈し、お高@底面ともなめらかであった。

く造物 aその他>i-H士遺物はない。

第 5号土坑 (SK 07) 

く位置@確認、状況>MH24グリソド北西隅、谷の南縁に位置している。確認の際、掘りすぎの

ため埋一上の半分以上が取り除カ通れてしまった。

く平面形@規模>確認面でのプランは不整方形であるが、これは壁の崩溶により変形したもの

であり、本来は長方形を呈していたものと考えられる。規模は、長辺90cm、短辺70cm程であ

り、確認面から最深部まで、62cmを測る。

く埋土の状況>T位の埋!二は黒褐色土で、ある。

く壁@底面の状況>断面形は鍋底状を呈し、底面は北から南へ傾斜している。

く遺物@その他>出土遺物はない。

[東谷部の状況]

MB25.26・27、MC25グリッド周辺が半円状の窪.地となり、下の谷間へとつながっている。

にぶい黄褐色土の下に50cm前後の岸さで堆積する黒褐色-士があり、その下位から須忠器@

焼士誌が多量に1:1::¥二!二した。さらに50cm程の厚さの黒色粘上層を掘り下げると、泥炭}留に達し

た。 30m2の範囲で、泥炭層中の木材を精査したが、すべてが皮のついた埋れ木であった。

[西谷部の遺構と出土遺物]

30"'-'33グリッド列の西側に走る谷の縁辺に確認された遺構で、あり、確認面は青灰色粘土層で、

ある。遺物は黒褐色土の下層から、黒色粘土にかけて多量に出土した。大部分が須恵器および

赤焼土器で、あり、中世の陶磁器は少ない。

:谷の縁辺にある 3基の井戸跡については、第2号井戸跡 (SE 02)が I-j立に七を集合された

施設をもっていること、 SE01、SE03が第2号井戸跡 (SE 02) と立地 e形状が類似してし、

ることから井戸跡とした。

19 -



第4主主 調査の記録

第 2号井戸跡 (5E 02) 

く位置@確認状況>谷部を掘り下げて行く過程で擦の集合と板材の存在が確認されていたため、

その部分を残す形で掘り下げて行き、円形の落ち込みとして確認した。

く平面形 e規模〉円形を呈している。関口部の直在12ど1cm、板材のあった位控から最深部まで

68cmを測る。

く埋L:の状況>きめのこまかい黒色士が充填していた。

く壁@底面の状況>板材の位置の東壁にあたると考えられ、第 3 とJ妾する側は

やや斜めに掘り込まれており、底IJ]}は出凸がある。

<遺物・その他>埋土中より第11 図 2~11に示した木製品が出土している。 2~5 は個、

6 • 7は串である。 8 • 9はうすい板状のもの、 10は杭、 11は厚い板である。

第 3号井戸跡 (5ξ01)

く位置 e確認状況>L830グリッドの南側、谷部南縁にある。谷間がいくぶん湾曲する場所で、

第2号井戸跡の上位で確認した。

<平面形@規模>ほぼ円形を呈している。関口部の直径は152cmで、確認面から最深部まで

104cmを測る。

く埋士の状況>上面でプランをみつけられなかったため底面付近にきめのこまかし

るのを確認しただけである。黒色土中に青白色粘土が混在し、澱みがあったと考えられる。

く援@底部の状況>谷がやや落ち込んだところに構築きれており、野;は斜めに掘り込まれ、底

面はほぼ平坦である。

く遺物・その他>第11図 1の折れた箸が 1点出土した。

第4号井戸跡 (5E 03) 

く位置@確認状況>L831グリァドの杭下で、谷の壁面を精査仁|ごlに、黒褐色:上の落ち込みとし

て確認した。

く平面形@規模>円形を呈しており、関口部の直径が140cm前後で、ある。谷縁の確認、面から

深部まで、64cmを測り、表二i二からは112cmで、ある。

く埋土の状況>上而は黒褐色卜が覆い、そのドは軟質できめのこまかし、黒色 i二が堆積していた。

く壁@底面の状況>谷縁より斜めに掘り込まれており、底面も丸みをもっO

く遺物 e その他〉埋 t~_rードおよび底くより、第12l五11 • 2の箸と 3のうすし、仮がI-IJ，土した。

なお底面より赤焼士宮詰杯の底部破片が 1点J!ーI:L:I二した。

- 20 
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第2節検出遺構と出土遺物

第 6号土坑 (SK01) 

@確認状況〉西谷部を調査r+lに、 MA31グリッド北側の地山首iで確認した。
く平面形ー規模〉不整方形を呈している。東丙141cm、南北155cmで、確認面から最深部まで

56cmを測る。

く埋土の状況>上位から中{立にかけて地r[r粒子専同ブロックからなる明黄褐色土と

交在に堆積し、最下位Jこうすく黒色士が認められる。最下位を!詮き各層とも硬質である。

く壁@底面の状況>壁命底とも堅致である。断面形は鍋!底:伏を呈し、底面は平坦である。

く遺物 e その{也〉開土中かち第12関5の須恵器斐の底部破片と 4の砥石が出土した。砥石は

4面の磨揺があり、広い はシャープに刻まれた線条の刻みがある。

第2号井戸跡と第4号井戸跡の中間で、泥炭層に突き刺さった状態で2本の杭と、飽の木製品

がみつかっており、図版33に示した。
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第4章調査の記錯

[中央平坦部の遺構と出土遺物]

西谷部をはさんですぐ北側に、東に向けて長く張り /1¥す標高14m前後の平坦面があり、西側

のつけ根の部分で、建物跡を検出した。その平111面の北側に浅い谷が入り込んでおり、手干の落ち

際で井戸跡@士坑を検/=Bしたりさらに北側にはせまい平j立国があり、!J ¥ピット貯を検出した。

1 百主主部への落ち際で、須恵系I二十I世陶器 a 須恵器@赤焼土器が出十てし、北側にあるおこの落ち

際でも須恵器 e 赤焼上器が多く出土した。

掘立柱建物跡 (SB 01) 

く位置 a 確認状況>MA32 グリッド、周辺は表土が20cm前後と浅く、地山のIìJ~ 鼓渇色士}留を精

に褐色土が充填した方形の掘り方をみつけ確認した。建物跡が立つ部分は、長方形の平場

となっており、西側のつけ根の一段高い部分にきっちりはまり込んだように立地している。

く規模>掘り方はほぼ方形を呈し、北側の掘り方が大きく一辺が55~60cm、南側のものは小

さく一辺35~40cmで、ある。 北辺の掘り方中心問の距離は10m、南辺は15m、南北間は12mで

ある。掛り方の東西問における距離は1.2mと一定してし、る。掘り方子1]は北側より 1• 2ヂIJめ

が10 コ、 3 0 4 子IJ めが 12 コ、 5 ヂIjめが 12 コ、 6~8 列めが16 コであり、北から市へ拡大-してい

る。ただし、南北関における中心距離は、北側から 1~ 5 ;7IJ 間は1. 8mであるが 5~8 列間は、

1. 6~ 1. 7mとせまくなる。また掘りノi-Jどうしのならびについては、南北の中心が 1~ 6 ;7IJまで

とおるが、 7 • 8子IJは片寄りとくに 7ヂIJは6列と 8列の中間に入ってくる。

く遺ー物@その他>掘り方中位で須恵器の小破片が一点出土したが、後世に混入したものである。

第 7号土坑 (SK 08) 

く位置@確認状況>ME35グリッドの北東li品、谷の落ち際にあり、青白色粘土層で、黒褐色ご!二の

落ち込みとして確認した。 上面を精査した段階で2基の土坑の重なりがみとめられ、東側の小

さい方(aと呼称)が西側の大きい方 (bと呼称)に切られていた。

く平田形・規模>aobともに平面は 円形を呈しており、 aは直径142cm、bは直怪

184cmで、あり、確認面から最深部までaは50cm、bは74cmを測る。

く埋土の状況>aobともに灰黄褐色土がレンズ状の堆積をしており、青F='色粘土が問にはいつ

ている。

く壁 e底面iの状況>aは深く丸く掘り込まれている (J bは指鉢;伏を呈しており、 PLi寄りが深く

なる。

く遺物 e その他>bの埋!二中位で、第17関 1

3の中国産の白磁皿破片が出土した。

24 
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第4軍調査の記録
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第4主主 調査の記録

第8号土坑 (SK 09) 

<位置@確認状況>MD38グリッドの東側、西から東に下る縁辺にある。地山の浅黄色粘土層

で灰掲色士の落ち込みとして確認した。

く平間形 e 規模>橋円形が 2 つ合わさったような形をしており、長宅hhl~J を東内にもっている。

長さ242cm、i幅120cm、確認面から最深部まで;1l0cmを測る。

くよ里L:の状況〉シノレド粘土質の灰黄掲色をベースとする土が上位を覆い、灰白色の粘土をは

さんで下は、小磯および砂利である。

く壁 e底面の状況〉丙壁はほぼ垂直に、東壁はゆるやかに落ち込む。小磯ー砂利をのぞいた民

的iは灰白色粘土で、あり、自伝リには丸い、東側には蒋状の落ち込みがある。

く遺物@その他〉埋土中より第17図4の須恵器斐日同部被片、 5の四(lIIにj野市をもっ砥石、 6の

俸状の木製品が出土した。

第 5号井戸跡 (SK 10) 

く位置・確認状況>MD38グリッドの北東側、地山の浅黄色粘土層で、灰褐色土の落ち込みとし

て確認した。

く平田形@規模〉開仁!部は痘径196cmの円形を呈し、底面がせまく直径110cm8iJ後で、ある。確

認面から最深部まで、138cmを測る。

<明土の状況>上位に灰黄褐色土、中位に黒褐色二i二がレンズ状の堆積をしており、

色粘土と緑黒色士が混在する。下位は水をふくみドロドロの状態であった口

<壁@底面の状況>関口部より40cm程斜めに落ちる。それより下の壁はほぼ垂直で底面に達

する。!氏iiITも平坦で、壁との境もはっきりしている。

く遺物 eその他>rl-I位に20cm前後の石が数点みつかっており、縁j互に使用していたものが落

ちてきたと忠われる。また下位より、第16図に示した木製品@低石が出土した。 1はrtRげ物の

縁と忠われるもので、料 4cm、厚さ 1cmで、表面がなめらかである。 2~5 は板、 6 0 7 は京1II

L、俸である。 8は砥石で一回が磨而となっている。

小穴群

く位置 e 確認状況>MF40・I¥tIG40 グリッドの平絹部で、明黄褐色!-.J~JTIf!を精査して、

。cm前後の小さい穴を:::::0個確認した口浅い柱穴1丈の掘り込みであったが、配ダIJに規則性は認め
られなかった口

28 
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第4主主 調査の記録
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第4章調査の記録

[中腹斜面における火葬墓群]

東向き斜面の中腹部にまとまっており、標高18~15mの範間にある。し、ずれも表土が浅く、

すぐ下の地山の明 ~iQ褐色土層で確認した。大部分は削平されているものと考えられる。周辺か

らの出土遺物はきわめて少なL、。

第 4号火葬墓 (SX01)

e 確認状況>ME60グリッドの南東側で、木炭が充嬰した穴として確認した。

く平面形 a 規模>楕円形を呈しており、東西に長特)51誌をもっている。長在66cm、短径54cm

であり、確認面から最深部まで、12cmを測る。

<埋土の状況>木炭が大量に入った褐色土が充填していた。

く壁@底面の状況>地山を浅く皿状に掘り込んでおり、底面中央までゆるやかに落ち込む。

<遺物・その他>埋土中に木炭とともに骨片がわずかに含まれていた。

第 5号火葬墓 (SX 03) 

く位置@確認状況>MF60杭周辺で、広範囲に木炭が入る黒褐色土の落ち込みとして確認した。

く平面形@規模>東側が削平されている。 北東にコーナーをもつことから長方形の掘り込みと

も考えられる。東西に長i地方向をもっている。長さ370cm、最入:111高140cmで、あり、確認i琵から

最深部まで、16cmを測る。

く埋土の状況>薄いが 3層に分かれる。上位で南西側と北東側に分かれてi直径50cm前後の木

炭のまとまりがあり、中位は炭が入った褐色ないし黒褐色士で、 5cm前後の惇さがある。下{立

は地山ブロックが混在した黄褐色士で、ある。

く壁.1底面の状況>掘り込みが浅く底面は平坦である。長刺!ラインの中央に由:径20cmの小さ

な落ち込みがある。

く遺物@その他>出士遺物はない。

第 6号火葬墓 (SX04) 

く位置@確認状況>MF60グリッドの南側で、東側が削平され、木炭・焼ご|二を合む士が地山の

明黄褐色土層より凝り 1--がった状態で確認された。

〈平南1形@規模>楕円形を呈しており、南北に長軸方向をもってし、る。長径78cm、短径48cm

であり、確認聞から最深部まで、12cmを測る。

く J型土の状況〉束性iでうよかれるり東側は~!Cï~-品色なし、し掲色 i二で、 rJLj税IHこは黒字詰色土が度一う u 点

側では本炭および、焼士がまばらに混在し、西側には木炭がわずかに混在している。底部lヤ央に

うすく木炭が混在する黒色上が入る口

てミつ 一一、JιJ
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第 4章調査の記鉱

く摩@底面の状況>地山が浅く血状に掘り込まれており、底面中央がわずかに落ち込んでいる。

く遺物・その他〉堵土中に骨片が混在 L ており、底面よりやや浮し、た状態で I-~玄手IJ通宝J 1点

と他の銅銭(文字不明) 1点が重なって出土した。

第7号火葬墓 (SX 05) 

く位置@確認状況>ME60グリッドの北東側で、第4号火葬墓のすぐ西隣に位置Lている。わ

ずかに炭を含む褐色土の落ち込みとして確認した。

く平面形@規模>楕円形を呈しており、南北に長11油方向をもっている。長径50cm、短径38cm

であり、確認、面から最深部まで10cmをt1iUる。

く埋土の状況>浅く褐色土が覆っている。

<壁 e底面の状況>地山が浅く血状に掘り込まれている。)民面中央がゆるく落ち込む。

く遺物@その他>理土中 が多く混在していた。

第8号火葬慕 (SX 06) 

く位置@確認状況>MD59グリッドの東側で、第9号火葬墓のすぐ北隣りに位置している。陪

褐色土の落ち込みとして確認した。

く平面]11• 規模>t有円形を呈しており、東西に長期lJ万戸jをもっている。長径63cm、

であり、確認面から最深部まで、lOcmを測る。

く埋土の状況〉上は東西に分けられる。東側には軟買のn青:褐色 I~が、西側はやや硬質の劫色

上が覆う。 ドは氏面より f謀り上がった状態で、焼土。木炭粒子が混在した ìl古褐色@黒褐色 I~がある円

く壁・!底面の状況>地山が浅く rm状に掘り込まれおり、)氏r~Tî111央がわずかに落ち込んでいる。

く遺物@その他〉東寄りの民間よりやや浮いた状態で銅銭(文字不明)が出土した。骨片は量

が多く、底的rr111iイ叫にまとまっていたり

第ヨ号火葬墓 (SX 07) 

く{てよi官 a確認状況>MD59グリッドの南側、第8号火葬墓のすぐ南隣り

が充填した落ち込みとして確認した。

している。木炭

く平面形 e 規模>楕円形を呈している。長径60cmで、あり、確認、而から段、保在日まで、12cmを誤Uる。

くよ型二上の状況〉上位は、木炭が古田く砕けたものを合む忠色土が援し¥そのIYfIJLi1WJに焼上ブ口ソ

クが混在していたり下位は黒褐色トーで、あり、木炭}十@焼土粒子が混在してし、た。

くl立命底面の状況〉地山が浅く皿状に掘り込まれおり、!底面は平Jflであるυ

く遺物@その他>木炭とともに、 と下位の埋土に骨片が混在していた。

34 



第2節 検出遺構と出土遺物

第10号火葬墓 (8X08) 

<位置@確認状況>MD60グリソドの南東側にまとまる小穴状の火葬墓群の一つで、ある。わず

かに木炭が混どとした落ち込みとして経認したコ

く干l百Jf1. j克校>1丘毘20cmのI[J}肢を呈している。時cJI.君、出から最深部まで、13cmを測る。

く珂1士の状況>黒色 -1てが充壊していた円

く階。底面の状況>すり鉢状に洛ち込み西側がやや深い。

く遺物ーその他>出1二造物はなL、。

第11号火葬墓 (SX 09) 

く位置・{催認状況>MD60グリッドの南東側で、木炭のまとまりとして確認、した。

く平面形@規模>直径20cmの円形を呈している。確認、面からの深さは 2cm程で、あった。

<埋土の状況>細かく砕けた木炭がまとまっていた。

く壁@民面の状況>削平されているが、血l状の浅い掘り込みと思われる。

く遺物・その他>底面で銅銭(文字不明)が出土した。

第12号火葬墓(8 X 10) 

く位置・確認状況>MD60グリソドの市東側で、黒褐色十の落ち込みとして確認した円

〈平間形@規模>直径30cmの円形をらそしている。確認面から最深m~ まで 7cmを測る。

くよ里ーf~の状況> [-_f立にうすく木炭J¥ーがMflうした黒渇色土が出い、 ド伎は出色上と黄褐色 i二がi16

じり合っており、木炭片がわずかに入る。

く壁.J.底面の状況>地山が浅く UIL状に掘り込まれているの

く遺物 e その他>tmJ:.111にわずかに骨片が出在していた。

第13号火葬纂 (8Xll) 

く位置宿確認状況>MD60グリッドの I~封東部jで、黒掲色士の;法ち込みとして確認した。

く平岡形・規模>Il~径26cmの円形を呈してし、る。確認面から最深部まで;14cmを測る。

く堵 Lの状況>1飲質の黒褐色-1二が覆い、下位に明黄褐色士ブロックが混在していた。
くむ主.[まIfLIのj大況〉上自111をYJよく:!1ulりくほめているの

く造物 eその飽>JJll_l111にわずかな甘);ーが混していたり

第14号火葬墓 (K8Bll)

く位置.@f~:2，状況 >MD60グリッドの北 IfLifWJで、黒桜1色土の捺ち込みとして舷認したり

r、r-
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第4章調査の記録

<平面形@規模>楕円形を呈しており、南北に長軸方向をもっている。長佳71cm、短径60cm

で確認面より最深部まで、12cmを測る。

く理士の状況〉比較的軟質の黒褐色士、陪褐色士が覆い、南側に本炭)i-がまとまっていた口

く壁 e底面の状況〉地山が浅く1I立状に掘り込まれている

く遺物@その飽>IU土遺物はなL、。

第15号火葬纂(民 3邑12)

く位置@確認状況>IVID60グリッド‘の北西側で、黒色 f-_の落ち込みとして縫認したり

く平面形 e規模>ほぼ円形を呈している。直径51cmで、確認面から最部まで6cmを測る。

く埋土の状況>東西で分かれ、東側は木炭が混在した黒色土、西側は11計局色 fコが充填していた。

<壁@底面の状況>地山が浅く血状に掘り込まれている。

く遺物@その他>理土中にわずかな骨片が混在している。

第16号火葬墓 (KS 813) 

く位置・確認状況>MD61グリッドの南側で、黒色土の落ち込みとして確認した。

く平面形・規模>直径42cmの円形を呈している。確認面から最深部まで、26cmをiJlIJる。

く埋士の状況>東側で、は木炭が混在する軟質の黒色士が、西側には焼士ブロックが混在する

褐色土が覆う口

く壁。!氏荷の状況〉地山が丸みをもって深く掘り込まれている。

く遺物@その他>埋士仁ドにわずかな骨片が混存ーしていた。

第17号火葬墓 (KSB14)

く位置@確認状況>MD61グリッドの南側で、黒褐色士の落ち込みとして確認したり

く半面形・規模>縞円形を呈しており、束尚に長軌方向をもっている。長径66cm、短径50cm

であり、確認雨から最深部まで 8cmを誤iJる。

く理士の状況>軟震の黒色士が覆い、南側の!底面に木炭が混ヂEしてし、る。

く控@底面の状況>地山が浅く毘状に掘り込まれている。

く遺物ーその他>出 1:遺物はない。

第18号火葬墓 (KS 8 i5) 

く位置@確認状況>MD61グリッドの北側で、木炭が混在する黒褐色 iての落ち込みを縫認したn

く平面}f多@脱税>11;主任58cmのi引院を呈してし、る。確認前iから最深部まで7.5cmを誤IJる。

- 36-



第 2I'Iri 検出遺構と出土遺物

く埋|二の状況>木炭片が密に混在する黒褐色士が充損していた。

く樫・忠一而の状況>南側の壁がゆるやかに落ち、底面は平坦である。

く遺物ーその他>出土遺物はたL、。

9号火葬墓 (KS817)

く位置・確認状況>MD61グ 1) ソドの北側で、イベ炭片が多く混1'1:する黒褐色 iての落ち込みとし

て確認した。

く、|λ而M.規棋>始|斗JI予をしており、出uヒに長軌hlt:iJをもっている。長作:68cm、短径58cm
であり、確認出から最深部まで、20cmを測る。

くj望士今の状況>木炭片が多く混杭する黒色 1~が充填していた。

く壁。)氏出の状況>地山が[ill状に掘り込まれている。

く遺物・その他>埋土I11にわずかな骨j二「が入っていた。

第20号火葬墓 (KS B 18) 

く位置@確認状況>MC62グリッドの市西i塙で、池山に木炭が付着した状態で確認した。

<平面形。規模>直径40cmのほぼ円形を呈している。

く遺物園その他>出土遺物はなL、。

第21号火葬纂 (KSB19)

く位置@確認、状況>ME62グリソドの南，lli{HiJで、木炭が混在した黒色土の落ち込みとして確認

した。

く平TITI形。規模>1直径42cmの円f肢を早している。確認[白Aから最深部まで 7cmを測る

くだIJ土の状況>5mml前後の木炭片が充摂していた。

くれ'i~ . !氏而の状況>地f[1が浅く IHL状に掘り込まれている。

くjl1!J11.その他>J盟二!二JCl二I が混在していた。

第22号火葬墓 (KS B20) 

@確認、状況>MF61グリソドの北問問でも黒色土の落ち込みとして確認した。

くヂ.規校>不整1-1171';を呈し、最大径44cmである。確認、面から最深部まで 7cmを測る。

くj担 L_の状況〉本民粒一子と焼 I-_粒子が出正するよi主色土が充j員してL、た。

くり;t. !氏而の状況〉西側がやや深く垂直に掘り込まれており、東側は平坦である。

く知事そのf世>11¥+造物はなし、。
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第 6号火葬墓

_---__.---___ 
/ 

¥ 

H lo.41l1 

一一11ニ lh.O口1

c::=:コ ==三コ c::::=:=コ Cコココ=コ

第 6号火葬墓出土鍋銭(冗)

司
第 5号火葬墓 b 

a - 一-a

a-Hニ 15.orn
一一日

。

イ-:jJ~p < iÏ~ (1 

1
 
1
 

、1(
 
「
J

111 

1 9国 第 4""""7号火葬募 e 出土銅銭
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第ヨ号火葬墓
第 8号火葬墓

~ 

ub 
1-1 =16.5111 

日il :， 1 ニ付 J~' ~:rむ

④第11号火葬墓

一一 1-1ニ 16.5m c::::=ロ司 口-三3

第 2節 検出遺構と出土遺物

第10号火葬墓第13口火葬裳τ7 多存会記

-@ 。
--H 1o.4m 

日二二16.4111

抑制葬墓⑧

f九-υ)-
一-H 16.5111-

第 8号火葬墓出土鍋銭 (X) 骨第15号火器

1 }，l，!;色(10Yl't汽)ン 'cト校村lしょう ノ1三氏n-jjt"(!

I~\ 

せ)
第14号火葬墓

一-I-I = 17 .25m 

ワ

E二コ--二三

第20凶 第 8'""'15号火葬墓@出土銅銭
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第 4f主調査の記録

第 16号火葬墓

H=17.3m 

@ 

-1-1=17.6111 

第21号火葬墓

一一H=17.0111

I-l =17 .2m 

第19号火葬墓

I¥'!.!_l，七 1)
IJ/'1 久予 Y 

第 17号火葬墓

第21図第16.-..-22号火葬墓
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第18号火葬慕

。
一一 11= 17.0111 

(⑧ 第20号火葬墓

一一 H=16.8111 
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第3節遺構外のIH土遺物

第3節 遺構タトの出土遺物

前節では、遺構に伴う遺物についてだけ、紹介してきたが、ここでは 1'""-'田区の遺構外の遺

物を集約した。材質によって大分類し、さらに種類毎に器形。製作技法について観察を行い、

年代的な考察を付した。

出土遺物を材質および積類で分類すると以ドのとおりである。

[土製品] A:土器-a 土師器(内黒土器)、 b:赤焼上器、 c 須恵器

B:陶磁器-a 灰馳陶器、 b:須恵系陶器、 c 輸入磁器、 d:施稀陶器

e 染付け陶磁器

C:その他土製品 a 土錘、 b:陶錘、 c 培、 d:ふいごの羽H

e 瓦質土製品

[石製品] 石器、砥石

[金属製品]銭貨、鉄塊

[土製品]

A:土器について

土器は焼成の違いによって、酸化焔焼成の a 土師器、 b:赤焼土器、還元焔焼成の c 須

恵器に分けた。それぞれで成形技法@調整技法について観察を行い、分類したo

a 土師器

ロクロで成形されており、内面をミガキ調整後、黒色処理しているものである。杯・護の種

類がある。

く 1:杯>-第22図1'""-'3-

赤焼上器杯と比べて大型のものが 1 小型のものが 1点ある。底部外面はナデられて平滑

である。他に高台付杯の底部があり、底部周辺をつまみ高台を引きだしており、底部には関転

糸切り痕が残っている。

くII:護>-第22区i4-

小形の広口護である。底部より丸みをもって立ち上がり、胴部上位でくびれ、口縁部が矩く

外反している。短く立ち上がる口唇部が特徴的である。底部の切り離しは、回転糸切りであり、

胸部下半から底辺部にかけてケズリ調整が施されている。 内閣のミガキの方向は、腕部[:_半か

ら底部にかけて縦位に走っている。

b :赤焼土器

ロクロで成形されており、内面が黒色処理されていないものである。杯の他に護がある。
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第4j章 調査の ri己鈷

く 1:杯>-第22図5--._， 10、第23図 1~5-

形態、のちがし、で三つに分けられる。

1.器高が低く底部が大きい。体部から口縁部までが短く、丸みをもって立ち[:がる。

2. 器高が高く!底が大きし、。体部から口縁部にかけてややふくらみをもって立ち上がる。

3. I器高が(尽く底i1Isが小さい。体部から!…l縁部にかけてわずかに丸みをもって外似している。

く II: 翠〉一第23図 6~24-

実測図に復元できるものがなく、口縁吉I~ ・胴古I~ ・ j氏自iの各部{立をピックアップして調整技法

き込んだ。ただし大型@小型のものを分けていない。

c 須恵器

器穫は杯・蓋・護・査がある。

く 1:杯>-第24図 1~9 、第25図 1~8-

口クロで成形されており、底部の切り離し手法と形の違いによって分類した。

1.底部の切り離しが回転ヘラ切りによるもので、器高が低く底部の大きし、ものである。休部

から口縁部までが短く、丸みをもって立ち上がる。

2. 底部の切り離しが回転へラ切りによるもので、器高が低く底部が大きいものである。体部

から口縁部までが短く、直線的に立ち上がる。

3. 底部の切り離しが回転糸切りによるもので、器高が高く底部が小さい。体部から仁!縁部に

かけてやや丸みをもって外傾している。

4. 底部の切り離しが回転糸切りによるもので、器高が低く底部が小さし、。体部から口縁部に

かけてやや丸みをもって外傾している。

くII:蕎〉第25図9~ll-

3点出土しており、そのうちの 1点がつまみ部を含めて 3分の l程遺存している。つまみ部

は低く、中央が凹んでいる。体部はつまみ部周辺が平:l:1~_で、わずかな丸みをもって端部まで下る。

端部はほぼ垂直に折り込まれ、その断面は三角形を呈している。内面との境は判然としている。

他の 1点は、端部のっくりはほぼ同じであるが、肩が急、に下がる形状を呈している。

く III: 護>-第26図 1~8 、第27図 1~6 、第28図 1~6一

口縁部から胴部 l二半にかかる大型のものが 1点復元できた。!阿部の肩が張り、つよく外反す

る口縁部との境も明瞭である。 Iコ唇がハチマキ状の張り出しになっている。その他の斐は破片

であり、日縁部@服部，底部の各部{立をピックアップした。ただし大型、中型のものが混在し

ている。各部位について特徴を上げる。

*口縁部では、口唇部のっくりに違いがみられる。仁l唇が鋭角に立つものと鈍角の斜めになる
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第 3節 遺構外の出土遺物

ものがある。

*HlfiJ部は外而に1111きFI、内面にあて具i長がみられるが、日[Jき日は平行な板目ないし布日であり、

あて具痕はIf-ij心I-ljになるものと Lド行になるものがあり、胸部の位置でかわっているようである。

底部は人司1のものは丸底を呈すると忠われるが、中型のものについては平成ないし高台のつく

もののニ種類がある。

く N: 章 >-tr~29~11 ~ 8-

長頚壷になると忠われるものが 3点あり、大中小がある。胴古1)は丸みをもっているが、上半

で肩が張っている。/J同部と l二!縁部は別々にっくり、後に接介を行っている。いずれも底部に高

台が付いている。

B:陶磁器について

a 灰和l陶器

く浄瓶>-第29閑9-

1点だけである。仁!縁部・高台が欠損しており、!阿部が残っている。その胴部の肩に受けLJ

がつく。長頚査と同様に口縁部と胴部のっくりが別々で接合した痕跡が胴部にみえる。底部の

切り l~fÉ しは静止糸切りと思われ、高台に沿った内側をナデている。

b :須恵系陶器

< 1 :鉢、措鉢>-第30国 1~9 、第31図 1~1l、第32悶 1~6 一

口縁部・休部@底部のそれぞれの破片が多い。指鉢は一一般的に内面の卸し自の数が、時代が

新しくなるほど多くなるといわれ、卸し|ヨの状態、に注目して分類を行った。

1. 摺鉢よりかなり薄手の鉢がある。外面は平滑であるが、内面はロクロ成形:の~~Ir~ を残して

いる。底部の切り離しは静止糸切りで、底辺部が外に張り出している。体部は丸みをもって外

傾している。

2. 卸 LI~! どうしの|習院がかなり開いており、体部中位から下に引かれているものである。ま

た卸し目の器開に対するあたりが弱し、。口唇部をみると、外市が斜めに両取りされており内側

が高くなっている。

3. 担lし目どうしの間隔がやや狭まっており、体部上位から下に卸L1=1がヲ!かれている。卸L

自の器而に対ーするあたりが強く、瀧が深くなっている。仁i唇部をみると、内側が 2cmliiI後の

l隔で面取りされており、外側が高くなっている。

4.卸し目どうしが重なるように引かれたもので、休部が 1点だけある。口

に櫛目波状文が入ったものがあり、ここに含めた。
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底部はほとんどが、 2. 3類に対応すると思われるものであり、使用頻度がたかし、ことを/長

しているのか平滑になっている。とくに体部の岸i床に対して底部が薄くなっている。

く II: 大護・壷>一第33図 1~6 、第34図 1~6-

一定の斜め方向に平行叩き目が脆され、内側には円形に凹むあて兵痕が残る。

くIII:小童〉一第34図 7 • 8 

!底部が 2点出土している。底部の器壁が厚く、内側にロクロのIl_I_II111を設している。底部の切

り離しは静止糸切りである。

d :輪入磁器

く 1:碗>-第35図 1~7-

いずれも中国から輸入された青磁の小破片である。外側にrlJ話の広い片切彫の鏑蓮弁文をもつ

ものと、内側に画花文をもつものがある。

e 施粕陶器

< 1 :平碗>-第35図8・9一

口縁部の内外面に円く鉄和lがついているもので、体部・底部は素地のままである。体部が直

線的に外傾し、ロ縁部が短く外反している。生産地は瀬戸@美濃に推定される。

くII:碗>-第35図13• 14-

内側は一様に外面は|高台近くまで鉄事由がかかる。体部より丸みをもって立ち上がる。高台を

張り付け、後に内側を深く削っている。生態地は関西地域に推定される。

くIII:小皿>-第35図10-

口縁部の内外商に円く灰粕がついている。体部・底部は素地のままである。生産地は瀬戸・

ブ
ハ
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ふ
引
い

#
C
 
定
H
r
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十

T
渦
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くN:瓶>-第35図12-

破片で全体の器形は不明であるが、瓶子の肩の部分と思われる。外に鉄和lがかかる。生産地

は瀬戸 e美濃に推定される。

く V: 揺鉢>一第35図15~18-

内面に卸し目が密に施されており、底部には高台をもっO 内外面に鉄粕がうすくかかる。

産地は肥前に推定される。

<VI:蓋>-第35図19…

土自li質の素地の表面に黒い刺がかかっている。生産地は関西と推定される。

f :染付け陶磁器
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第 3BrJ 遺構外の出土造物

く 1:腕>-第36[オ 1~5

小ぶりな磁器碗が 3点出土しており、外側の染付は花柄と忠われる。内側口唇と底面に線が

ヲ!かれる。 4 ・5も陶器碗の破nであると思われる。
くII:猪1-1>一第36図6---.__， 8

{i皮片が 3 でたてに矢羽状@格子状の線文様がおiiiかれている口

くIII:fl1l>一第36図II~13 

内側の 1I紋在日に文様を描いたものが 3点ある。

く N: 伝>-U~36凶10-

舵片であり。 JL~状ははっきりしたい。

<V:戸車>-第36図14・15-

小さなものが、直径3.6cm、孔径0.8cmを誤Ijり、大きなものが直径4.5cm、孔径1.4cmと推

定している。生産地は肥前と推定される。

註)輸入磁器。施希[1陶磁器の生産地は、佐賀県立九州陶磁文化館の大橋康二氏の鑑定結果に

もとずく。

C:その他の土製品

a 土録一第37図 1-------8-

r!-l央の孔の大きさが1.5-------1. 7cmとほぼ一定であるが。長さ、および形状がそれぞれちがっ

ている。また完全な形で残る 2点の重さを比較したが、 89gと107gで、重さがちがう。

b :陶錘-第37図 9

1J71だけ硬さのことなるものがあり、焼きしまりのようすから陶錘とした。 1:錘にくらべて

かなり大きい。

c 噂-第37図4

1点だけH::¥j二している。端に子しが聞く。

d :ふいごの羽口一第37図 1-------3

破片が 3点出土している。

e 瓦質::1::::.製品一第32図7-

大型の鉢の体部破片が 1点出土している。表面は灰白色を呈し、内面はなめらかである。

※土器@陶磁器@土製品の年代について

いまだに秋山県では、 rL，-代の土器について編年が確立されていない現状にあるが、ここでは

これまでの調査成果をふまえて相対的な年代の考察を行いたL、。 J~'-墳時代以来うけつがれてき

た京忠32e土r]J[i器にたいして、!月;I)~ の亦焼 1--器の illl 現時期j については、 911J:紀 '1 1頃と考えられ
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註1)、待入III遺跡にみられる回転糸切りで底部が切り離された調整のない杯と、ロクロr&形さ

れた口唇部が立ち上がる獲については、 9世紀後半に年代が推定される。 b1 2・3額とした

赤焼土器杯と c1 3類とした須恵器杯は形態・技法の面で共通する特徴をもっており、ほぽ同

時期のものと考えられる。ただし c1 1 • 2類とした回転へラ切りの須恵器杯については9世

紀代中頃と推定している。また土師器についても、調査区西谷部での共伴が確認されているこ

とからやはり 9世紀後半に推定される。

!束手由陶器の浄瓶は、秋田県ではじめて発見されたものである。猿投窯を中心とする編年に対

応させると註2)、胴部の屑が張り、受け口部がかなり簡略化されている特徴から11世紀前半の

年代が考えられる。

須恵系中世陶器の年代は、珠洲焼きの編年表に照らし合わせて年代を推定した註3)。鉢。嬬

鉢の 1 類は珠洲、I焼き片 1:] 鉢の I 期 (1150~ 1200年)に、 2 類はn.m期 (1200~1300年)に、

3 類はw.v期 (1300~1450年)に、 4 類は VI期 (1450~1500年)に対応すると考えられる。

小査は I期に対応すると考えられる。

輸入磁器について、画花文のある青磁は12~13t!t紀、錨蓮弁文のものは13~14世紀に推定さ

れる註4)。

施糊陶器のうち鉄勅・灰粕が口縁部に円くかかる平碗・皿は、瀬戸・美濃の大窯生産のもの

と対比させると 14~15世紀代に年代が推定される部) 0 染付け陶磁器と施勅陶器のn類碗は、

17世紀後半から19世紀に年代が推定される註6)。

土錘は古代から中世、陶錘は牛l世に推定される。

1 ) 赤焼土器の年代については、払田Hnt跡外郭南門北側のSK60土坑から出た嘉祥2年の

紀年のある木簡とともに出土したこI=~rlj器の特徴から推定したものである。

|今黒土部器とともに、回転糸切り後に体部から口縁部にかけてへラ削り調整が施され

た土師器とした杯、ロク口調整のある土師器護口縁部破片、回転糸切り底の土師器長腕

護破片があり、いずれも酸化焔焼成の土器であり、内黒処理されていないことから、こ

こで分類した赤焼土器の範|時にはいるものと考えられる。ただし体部調整が行われてい

ることから、待入III遺跡の赤焼二|二器杯より古い年代に位置づけられる。

2 ) 赤焼土器に器高の低い、小ぶりの皿に近い形態のものが入っていないことが、 9世紀

代にした根拠である。

3) W日本陶磁全集6白資』中央公論社-1976年一の編年表を参考にした。

註4) W珠洲の名陶J珠洲市立珠洲i焼資料館-1989年 の編年表を参考にした。

5 ) 輸入磁器、施君11陶器、染付け陶磁器の生産地 a 年代については、佐賀県立九州陶磁文化

館の大橋康二氏のご教示によるものである。

6 ) 施利陶器の瀬戸 e 美濃の大窯産の年代については、瀬戸美濃民俗資料館のご教示を得

た。
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第 3節 L21構外の11¥土i宣物
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[石製品]

く剥片石器>-第39図1~12、第40図13~19一

一石簸

無茎のものが 2点あり、(1 )が二等辺三角形を呈し、基部が凹んでいる。やや摩みのある剥

片に、両国の側縁から調整加工を施し形を整えている。(2 )は表裏に剥離面を残しており、

薄し、剥j干の素材の側縁に、短く連続する調整加工を施して形を作りだしている。(3 )は側縁

からの調整加工があるが、左右対称でなく未完成品と思われる。

有茎のものが4点あり、 (4)は尖基で全体が柳葉形を呈している。厚みのある剥片に両面か

ら細かし な調整加工を施し形を作りだしている。断面はレンズ状を呈している。地は凸基

であるが、形状がわかるのは 2点だけで、(5 )は二等辺三角形、(6 )は左右のバランスを欠い

ているが、ほぼ二等辺三角形を呈する。いずれも裏面に知離面を残しているが。側縁からの調

整加工で仕 f:-.げている。(7 )は基部だけである。

石槍-

( 8 )は基部が平らで先端が鋭く尖る。縦長の剥片を側縁から丁寧な調整加工を施し仕上げて

いる。仁1=li相ilに稜をもっo (9)は凸を呈する基部の破片と忠われる。側縁からの加工も了寧で、

i析聞はレンズ状を呈する。 (10)は先端が欠損している。側縁からの加工は粗い。

石箆-

は刃部が九し、箆状を弔しており、!勾厚の剥j十の両面から調整加工を施し形を作りだして

いる。表面がややもりあがっており、 I=I~I位での断面は凸レンズ状を呈している。

(12)はつまみ部の中心線をとおる長さに対しi隔が狭い、いわゆる縦型の石匙である。縦長の

長!日干の5提出vこ干JFIな長1]離間iを残し、もりあがってfIL1を呈する片面に主に調整加工を施してし、る。
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第4章調査の記諒

調整はつまみ部から先端までおよぶ。裏面の一方にも連続する調整加工痕がある。

(13)は三角形の頂部に近いところの左右をへこませ、援形にしている。打撃面に対する辺に

両面から調整加工を施し、刃部を作りだしている。

(14)は表裏に剥離面を残し、打撃面に対する先端につまみ部を作り出している。 一方の側縁

に両面から調整を加え、刃部を作り出している。

ーその他の剥j干石器一

(15)は欠損しており、縦長の剥}干の側縁および先端に片側から加仁を施している。

(16)は欠損しており、先端に連続する方nTがみえる。

(17)はかなり摩手の剥片で形状が円に近い。一部に調整加工が施されている。

(18) • (19)はいずれも剥片で、 連続する加工がわずかにみえる。

<際石器>一第40図20~22-

(20)は磨製石斧で、基部が欠損している。短冊形をしており、刃部は両刃である。

(21)は三三角詩形酒製品で山形の面は磨られて滑らかであるが、下部は粗い加工が施され出ん

でし、る。

(22)は石棒の破片と思われる。

※お器の年代について

石鎌など剥片石器は、縄文時代前期以降、石斧など磯石器は、後期以降と推定される。

く砥石>-第41図 1~10-

大きさ@形状に違いあり、共通する点だけ上げ、ると、次のようになる。

1細長い長方体を呈し、両端が!幅広のものである。四回を使用し、一面にU字状の凹みあ

るいは線状のするどい刻みをもっO

2小形のもので偏平な石の広い両面、左右のせまいところを磨面としている。

3大きな自然石の上面に磨面が見えるものである。

※砥芯の年代について

との共伴関係から古代から中世のものと考えられる。

[金属製品]

く銭貨>-第42図1~13-

止の頂上部から12点の寛永通宝が出上してし、る。文字の形@背文字の有棋でバラツキがある。

他に文字不明のものが 1点ある。
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第4章調査の記録
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第 1t!ii j射誌の立地と年代

第 め長」土品

第1第遺構の立地と年代

IFl神社があったj主の!こで、確認された上坑につし、ては、遺府内からの11¥上遺物もないことから

年代については不明である。丘鋸'1".坦面で確認されたものに第 1号井戸跡がある。井戸跡の底

面付近から須忠系11-11吐陶誌のJ雷鉢@斐破片が出土していること、木組みが方形i偶柱型であるこ

とから 14~1511t紀の年代が考えられる嗣)。確認状況から井戸跡の構築はlÍ::.裾を削りだした平

場造成後である。

西谷部で検出された 3基の::11ニF-i跡については、第4号井戸助J¥底而で回転糸切りで切り離され

た赤焼土器杯!底部が l士lていること、第 2~4 号井戸跡がし、ずれも円形の素掘り型であることか

ら9111:紀後半に年代が推定される。

西谷音I~ をはさんで、東に張り出した平場のつけねで、建物跡が検出された。張り出しはほぼ長

万形に近く、平場の南辺と建物跡の南辺が方向を同じにしている。西側の畑との段差があるこ

とから、なだらかであった中腹斜面を削り出して平場を造成し、建物を立てたものと考えられ

る。エIZ場の落ち際で須恵系中世陶器がまとまってみつかっていること、第 1号井戸跡のある平

場とほぼ同じ高さにあることから、建物跡の年代を第 1号井戸跡と同じ頃と考え、また士器・

陶磁器を次頁の表に示したが、陶磁器のまとまりがみられる 14~15佐紀に年代を推定した L、。

建物の北側、浅い谷の縁辺で井戸跡・士坑が検出されている。第5号井戸跡は円形の素揃り

型であり、第 2~4 号井戸跡河様に 9 世紀後半と推定される。

そこで第 2~4 号井戸跡@第 5 号井戸跡の古代に属すると考えられる遺構のありかたと、東

谷部@西谷部の谷底に近いところで多量の赤焼土器および須恵器が出土している状況から推し

て、谷がほぼ埋もれた段階で、平場の造成が行われたものと考えられる。

北側中腹斜閣で検出された火葬墓群については、尾根筋にまとまっているが、配列に規財性

は見いだせなし、。ただ中がぬけているので円形を意識しているのかもしれない。全体に上面が

削られているが、骨蔵器をともなわない火葬墓群であると判断される。第6.8'11号火葬墓

の埋士から併せて4点の銅銭が出土した。第6号火葬墓から政和通宝の文字のあるものが見つ

かっており、中国からの渡来銭であるとする鑑定を得た註3)。こうした中国の北宋銭が流通し

たのは、鎌倉時代後半から室町時代中頃にかけてであり、火葬墓の年代もほぼ同じ時期と推定

したい註4)。

- 69-



第 5章まとめ

900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900ド

エ
土師器

赤焼土器

京恵器

民和i陶器

第恵系陶器

輸入磁器

施粕陶器

染付け陶磁器

第2節遺跡の性格

遺物としては縄文時代、古代、中世、近世の遺物が出土しており、複合遺跡としてとらえら

れる。ただし調査iま内で縄文時代の遺構は確認されておらず、当該時代の様子については言及

することができない。それと同じように古代についても井戸跡の検出だけであり、調査区内で

居住にかかわる遺構は見つかっていない。中世以降の平場造成によって削平された可能性も指

摘できるが、西谷部の遺物包含層が調査区外にのびていることから調査区外の西の山腹に遺構

群の存在する可能性がある。 西谷部から仏具である浄瓶(県内ではじめての発見例である)

が出土しており、寺にかかわる遺構の存在も考えておきたい。近世の陶磁器@貨幣といった遺

物は!日金比羅神社周辺から多く見つかっており、神社に供えられたものの可能性が高い。

中世の遺構は、建物跡を中心とする居住区域と火葬墓がまとまった墓地がある。総柱の建物

跡の秋田県内での検出例は未だ少ないものの、比内町谷地中館の建物跡と柱間関陥が近似して

いる。付編で復元作業を行い、地侍層の居館とする見解を示しているが、その見解は、建物を

ずr'i;えわ仇oi-j-凶為市仔(ずいス:，.-J- 岡 J刀チl4h仁lτ，+U-Oiilf命Ah話時.r主l時怖泊ilR知県oi山ずl、ス w
ム品 、- ~，、- -__... ---一ーし ζ-'"と二:;.1"Y'J. 1-J ノ 』 可 ~ - ~ー 、 ! r~.，J ，.."<.;.エ.<> ーノ I J":"'--__... Tnリノ 、，，，るA i..H.r F二斗大'::t:. ijB r"j μ.J 1-r'J'~1-I -__.-トム斗 、_， uノ ~・

とからも裏付けられる。墓地については、その占地状況から居館との関係が深いといえる。

待入III遺跡の性格を考える上で、地理的要件も加味する必要があろう。遺跡のすぐ西に高岡

館が、さらに北には片田館があり、その間をつなぐ位置にある。しかもドを流れる馬踏)11がか

つては遺跡近くでもっとも)11I隔を広げていたと推測され、水上交通の要街地として物資の流通

にかかわっていた可能性も指摘できる註5)。

最後に、これまで県内各地で多くの中世遺跡が確認されているが、ここで居館と推定される
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第2節遺跡の性格

建物跡が検出されたことで、秋間県の巾世社会の様相を一歩ふみこんで想定できるものと考え

られる。

計 1) 木組み井戸については、鎌合考吉学研究所の調査から、 )J形横桟支柱型が鎌倉時代、

方形隅柱型が室町時代とする変遷が示されている。

『掘り出された鎌倉J鎌倉考占学研究所 1981年

2 ) 秋田市ドタ野遺跡では51基検出された井戸のうち45基が素掘り井戸であり、中世の方

形隅柱の木組み井戸より古いという見識をよせている。

『下タ野遺跡J秋田市教育委員会 1979年

3 ) 大西 良彦氏の鑑定による。

4 ) W図説日本の貨幣I原始・古代@中世』東洋経済新報社-1972年一

秋田市後城遺跡では骨蔵器を伴わず、掘り込みをもっ土墳墓が20基検出されており、

大部分の掘り込みから木炭@焼土に混じって骨片が見つかっていることで、火葬墓と

えられる。陶磁器および中国北宋銭がでていることからは世紀~15世紀に年代を推定し

ている。

5 ) 船着き場があったという伝がある。

- 71-



1，J 締i

一付編-

待入III遺跡の掘立柱建物跡について
五ト嵐典彦

掘立柱建物跡の実測平田i図は各柱穴が整然と配列されている様子が見事に抗ーき/1¥されてし、る

りの各柱穴は完全に揃い、 XJj重りも y2~Y 7 までは完全に揃っている。ただYO~Yl の X

通りの柱穴のうちいくつかは通り心を半分ずつずれている。これは施工誤差によるものではな

く意図的にずらしたと考えられる(後補の可能性もある)。なお柱及び床束はすべて角柱であ

り、柱穴の大きさもほぼ揃っている。

各通りの基準寸法は、 Xilirilが平均3.63尺、 Yilialが平均5.67尺である。このことからX制!は半

開毎にならんでいることがわかる。つまり柱間基準寸法は7.3尺前後である。 yII~h は柱穴

毎を一間と見なすか半開と見なすかが検討を要するところである。日ij者とすれば柱間基準寸法

が5.7尺前後で、中世の柱間としては少し狭い。また後者とすると柱間基準寸法が11.3尺強に

なり、柱問としては明らかに広すぎる。室町時代大何年間に立てられた古井家住宅のように

10.65尺の柱間の例もあるから一概には言えなし、が、中世以降の住宅は 7尺を上根に減少する

のが一般的であるから、当遺跡の場合は柱穴毎を一間とみなした方が妥当であろう。

次にこの掘立柱建物跡の形式と間取りの復元を推定してみよう。当遺跡の柱穴列から判明す

ることは、土問を有しないということである。ということは農家でないことを示している。遺

跡の立地場所などから推定すると、地侍層の居館と考えられる。この遺構の年代については出

土遺物等から推定するのが妥当であろうが、あえて私見を吉えば、秋田県の中111:の館跡は室[lIJ

時代後期から戦国時代にかけてが大半を占めると考えていることから、この掘立柱建物跡もそ

のころの時代のものと考えたい。

以とのことを前提として推定復元すると、建物の形式@間取りは各種想定できるが、そのう

ち形式と間取りを一例ずつのみ図示しておく。仁|二ltltの地方豪族の住宅に関する遺構の類はほと

んど無く、史料も少ない。確実なものは皆無に近い。少ない史料から類推するしかないが、復

元に当たってよりどころになった史料を上げておく口 「法然!二ノ入、絵伝Jは14-!正紀初頭に措かれ

たものである。美作固の押領使漆問時国の屋敷であり、主般に中門廊が張り出した形式である。

四方に庇を巡らしている。部屋は躍を敷きつめ、建具は蔀@遣戸.I嘩子@襖が見

られる。柱は石場立である。 I蒙古襲来絵詞」の秋田城介泰jdE邸は13世紀の武士住宅を示して

いる。畳は部屋の周囲に置畳にして、建具は蔀@遣戸が見られる。 I-遍上人絵伝jは13位紀

の地方式士の居館を描いている。その中で、信州佐久郡の大井太郎の屋敷は、母屋の前面に取

り付けられた庇がそのまま横にのびて短し、中門を成している。屋根は板葺である。 I町田家本

洛中洛外図扉風」のうち細川管領邸なども、主般は!司種の建物として参考になる。
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これらの絵は外観を伝えるだけで、間取りはわからなし、。間取りについては平内政信が慶長

この図なる。いた『匠明』のうち殿屋集の「皆六問=七間の13年

また向様の形態をもがあり、に類似した平面をもっ遺構として関城寺光浄|見客殿(慶長 6

さらに寛正年間の地侍原敷の間取り5年)がある。つ建物として関城寺勧学院客殿

になる。いた!保j仁村長!新見広地頭方政f9i'指凶j も

当遺跡の掘立柱建物跡の復元はこれらの少ない史料や遺構を参考にしたものであり、推定の

この遺構が用途は明らかでないにしても、接客部を備えた中しかし、域を出るものではない。

この遺跡の価値は決して低くな世の主殿の形式を想定させうる住宅であろうことからすると、

いし、今後詳細な検討と分析を必要とする。

しておく。 YÛ~Y2通りと X Ü "-'X 14 通りの空間は柱。1最後に復元間取りについ

その東端部は中門風の玄関と考えられる。 Xll~X12えて、庇形式の広縁で、穴の位置から

あるし、は押板形式の座敷飾りであった可能性もあとY2"-'YSの張り出しは縁と考えられるが、

とりあえず単純な田ノ字形に分割したが、先述したように多様な間取りが考えられる。

る。し、ずれにしても南側前半部は接客を兼ねた主室で、北側後半部は寝床などの私室であろう。
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